
村山管内の幼稚園・認定こども園をはじめ、小学校、特別支援学校の先生方、計１４８名の方々

に参加いただき、日々の指導改善や幼児教育の充実について活発な協議が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演   新要領・指針の考え方と幼保小中の連携  

  －カリキュラム・マネジメントの観点から－ 

白梅学園大学大学院 無藤  隆 特任教授 

「だるまさんがころんだ」で、夢中になって遊ぶ子供たち。「鬼の声に合わせて体を止め
る」というルールを守ってこそ「おもしろい」を実感できる。そうした体験から、「道徳
心・規範意識の芽生え」が育まれる。また、自分たちが育てたサツマイモを収穫して、
「大きなサツマイモを掘ったよ。どっちが大きい？」と大きさ比べをしたい子供たち。
「重さを比べてみようか。」という保育者の声かけにより、子供たちは秤のメモリを覗き
込む。保育者の少しの支援が、子供たちの「数量や図形、標識や文字などへの関心・感
覚」を刺激する。など…ほかにも、たくさんの子供の姿をご紹介いただきながら、その
活動で育まれる「10の姿」についてお話しいただきました。 

 

教師と子供の関係づくりの第一歩は「相手への関心から」で、子供の長所・好き・得意などを使い、褒める・

勇気づける・認めるなど、たくさんの言葉がけをしていきたい。 

全体講演 

 

 

「人が人になるには人が必要」…幼稚園や学校、学級は、日常的に「集団」があ

る。気になる子供が溶け込む集団をつくるために、私たち教師が、集団を扱うプ

ロとして、「子供たちに、どのように接すればよいのか」「どんな視点を大切にす

ればいいのか」など、明日からすぐに取り組める多くの示唆をいただきました。 

E-NEWSむらやま第２４７号<指導課差し込み> 

<第２分科会>寒河江第二幼稚園の実践発表 

小学校への円滑な接続のため、子供遊びのエピソ

ードから、発達の連続性や、遊びを通した学びについ

て探り、指導計画や援助の改善につなげる取組み 

 

＜第１分科会＞蔵王めぐみこども園の実践発表 

子供の 1 日の活動ぶりをドキュメンテーションで

保護者に伝え、保育参観に代わる画像や動画を用

いたコミュニケーションによる関係づくりの取組み 

 

 

 幼児教育の三要領と指針は、小学校学習指導要領に先駆けて改定された平成３０年に、幼児教育に

関する記載がほぼ共通化されました。「幼稚園」「幼保連携型認定こども園」「保育所」では、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」を共通の視点とし、どこでも同じ水準の教育を受けられる

よう、環境を整えることが求められています。また、小・中学校では、１０の姿への理解を進め、幼児教

育から小学校以降の教育へよりスムーズな接続を図ることが求められています。 

校種を超えてかかわりでつなぐ 

「気になる子」が溶け込む集団づくり 

 

 

教室でできる特別支援の王道 

ハンカチのほつれた糸を引っ張

っても切れてしまう…ハンカチ全

体を持ち上げれば、糸も上がる。

気になる子を育てるには、周りの

子を育て、協力できる集団に。 

 ハンカチ理論 

「見逃さない」で社会性を 

「ルールを守らない」ことを見逃さ

ないアンテナ、「ルールを守ってい

る」を見逃さないアンテナ、どちら

も高く伸ばして、見つけたら声をか

ける。1本になっていませんか?！ 

 ２本のアンテナ理論 

「見方」を変えて「味方」になる 

1 時間かけて課題が半分終わ

った子を見て、ついつい「まだ半

分しか」という見方をしがち…。

「半分できたね、すごい」と励ま

せる味方でありたいものです。 

 リフレーミング 

ユーメッセージ・アイメッセージの使い分けを今後の保育に生かしていきたいと思いました。年齢や発達

段階によって配慮も違うということ、関わりの中で伝わるように言葉がけをしていきたいです。また、最強

＆最高＆最幸の言葉「ありがとう」は常日頃から心がけているので、これからも大事にしていきたい。 

子供の頑張り等の発信が、子供の精神的安定

や自己肯定感の向上にも繋がる可能性があるこ

とを学んだ。（感想より） 

子供の興味・関心や育まれた資質・能力を情報

交換し、それを小学校でのスタートカリキュラムに

つなげていくことが大切だと思った。（感想より） 


